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⾃⼰紹介
ren (@ropQa)

⾃社開発会社で社会⼈3年⽬を迎えたQA
エンジニア

Android開発(1年) -> QA業務(1年〜)



コンセプト
1. バージョン管理できること

やったこと︓画像データ以外、全てテキストデータで成果物を作成した
⽬的︓テスト開発の保守性と拡張性を⾼めること

2. テストの関⼼事を分離して説明できること
やったこと︓テストアーキテクチャ設計を「関⼼事の分離」に注意して⾏っ
た
⽬的︓テストの説明責任を果たすこと



プロセスの全体像

テスト戦略を策定す
る

成果物

割り勘⽀援アプリ
Warikan仕様書

テストプロジェクト
要求補⾜書

プロセス

テスト戦略

テストベースの⽋
陥・改善点を抽出す

る

テストベースを分析
して、テストの要求
要素を列挙する

気になったことリス
ト

開発チームへフィードバックする

更新

テスト対象分析結果

観点要素をマインド
マップに表現する

テスト観点要素マイ
ンドマップ

テストケースを作成
する

テストケース

テストスクリプトを
作成する

テストスクリプト

テストを実⾏する

要求要素から観点要
素を導出する

テスト観点を列挙す
る更新

テスト観点⼀覧

テストアーキテクチ
ャを考える

更新
テストコンテナ図

アプリケーションの
⽤途を考える

ユーザーストーリー

更新

更新

更新

Visual Paradigm Online Free Edition

Visual Paradigm Online Free Edition



テスト戦略
要求補⾜書で⽰されている⽬的に沿って、テスト戦略を決めた。

1. アプリケーションが⽤途を満たしていることを確認するため、⽤途を記述した上
で妥当性確認(Validation)を⾏う

2. テストベースとソフトウェアのふるまいの合致性を検証するため、テストベース
からテスト可能と判断できるフィーチャーを識別した上で検証(Verification)を⾏う

3. 仕様書の⽋陥を検出したりより良い仕様を提案するため、⽋陥や仕様改善案を1つ
の⽂書にまとめておく



テスト要求分析で⾏ったこと
1. ユーザーストーリーを考えた
2. テスト対象分析を⾏い、テスト観点⼀覧を作成した
3. 上記1,2の活動を通じて気になったことを、気になったことリストにまとめた



テスト戦略とテスト要求分析の⼀貫性
テスト戦略 テスト要求分析

アプリケーションが⽤途を満たしていることを確認するため、
⽤途を記述した上で妥当性確認(Validation)を⾏う

ユーザーストーリ
ーを考える

テストベースとソフトウェアのふるまいの合致性を検証するた
め、テストベースからテスト可能と判断できるフィーチャーを
識別した上で検証(Verification)を⾏う

テスト対象分析を
⾏い、テスト観点
⼀覧を作成する

仕様書の⽋陥を検出したりより良い仕様を提案するため、⽋陥
や仕様改善案を1つの⽂書にまとめておく

気になったことリ
ストにまとめる

OK!



ユーザーストーリーを考える
今回はステークホルダーとの接点が無かったため、想像で補った。



テスト対象分析を⾏う
UI要素や機能処理のトリガーを整理
して考えやすいと思い、 
画⾯単位という切り⼝で、テスト対
象分析を⾏い、観点の基となる 要求
要素 を識別した。 
また、画⾯毎に「UI要素」と「処
理」と「ユーザの⽤途」に分けて 要
求要素 を識別した。

更にこのタイミングで、観点の基と
なるキーワードを 観点要素 として識
別した。



マインドマップに整理
する
観点要素の構造理解・整理のため
に、観点要素をマインドマップに表
現した。

また、仕様書に現れない⼀般的な要
求を識別するために、アプリへの外
乱や⾮機能要求を考え、マインドマ
ップに表現した。



テスト観点⼀覧を作成
する
マインドマップに整理した観点要素
から、テスト観点を識別した



気になったことリスト
をまとめる
テスト要求分析の中で気になったこ
とをリスト形式でまとめた

仕様上で気になったこと
仕様改善提案を含む

表記ブレ
記載漏れ
記載の表現



テストアーキテクチャ設計で⾏ったこと
1. テスト要求分析で得られたテスト観点を関⼼事により分離するため、テストタイ
プ関連図を作成した

2. テスト観点同⼠の関係の強さを可視化するために、機能・処理のトリガーに注⽬
してテストコンテナ図を作成した



テストタイプ関連図
テスト観点を関⼼事により分離する
ため、テストタイプ関連図を作成し
た



テストアーキテクチャ
テスト観点同⼠の関係の強さを可視
化するために、以下のまとまりでテ
ストコンテナを⽤意した

単⼀画⾯に閉じたコンテナ
複数画⾯にまたがるコンテナ
動作環境のためのコンテナ
性能テストのためのコンテナ



テスト詳細設計
テストケースの導出パターンとして、以下3パターンを考えた。

1. テスト観点を基にテストケースを作成する
2. テスト観点の組み合わせを基にテストケースを作成する
3. ユーザーストーリーに沿ってテストケースを作成する



テスト詳細設計の⼯夫
⼯夫︓テストケースとテストデ
ータをyamlで記述した
意図︓テストケースとテス
トデータを別々のyamlファ
イルとして管理すること
で、ツールによるテスト実
装が可能になるのではない
かと考えたため



テスト実装
yamlを使って⾃動⽣成したかったですが、⼿が回らず実現できませんでした。



感想
⾃分が何を理解していないのか、テスト開発の何が難しいのかを認識する良い機
会となりました。
関⼼事を分離することがこんなに難しいとは…

作り切れなかった部分が沢⼭あるので、また挑戦したいです。



ご清聴ありがとうございました
来年もエントリーします。エントリーさせてください。


